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自治医科大学附属病院だより
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1. 患者中心の医療
2. 安全で質の高い医療
3. 地域に開かれた病院
4. 地域医療に貢献する医療人の育成

1. 患者の皆様の立場に立った人間味豊かな医療を提供し情報公開を積極的に推進します。
2. 患者の皆様に安全でかつ根拠に基づく質の高いチーム医療を提供します。
3. 地域の医療機関との連携を深め、高度で先進的な医療を提供します。
4. 地域医療に気概と情熱を持ち、全人的な医療を実践する医療人を育成します。

基
本
方
針

理

　
　念

【患者の皆様の権利】
１ 個人として尊重された上で適切な医療を受ける権利があります。
２ 安全に配慮した高度で良質な医療を平等に受ける権利があります。
３ 病状や治療内容について十分説明を受ける権利があります。
４ 十分な説明を受けた上で、治療方法等を自らの意志で選択決定する権利が
あります。また、治療方法等について、他の医療機関（医師）にセカンドオピニ
オンを求める権利があります。

５ 申し出により診療録の開示を受ける権利があります。
６ 診療に関する個人情報が保護尊重される権利があります。

【患者の皆様の義務（ご協力いただきたいこと）】
１ ご自身と他の患者の皆様の療養環境に支障を来さないよう、法令と当
病院の規則を守り、当病院スタッフの指示に従って行動してください。

２ 適切な医療を行うために、ご自身の健康状況について出来るだ
け正確にお話しください。

３ 本院は特定機能病院として、より多くの急性期で重症な患者様
の治療に携わりたいと考えております。このため、本院での治
療や検査を終了し、病状が安定した患者様は、本院と緊密な連
携を保っているお近くの医療機関へご紹介することとしており
ます。ご理解とご協力をお願い申し上げます。

４ 特定機能病院であり教育機関でもある当病院の役割をご理解の上、
医学生・看護学生等の見学・実習・研修にご協力ください。

5 当病院の敷地は、建物内、外周ともに全て禁煙ですので、喫煙は
絶対にしないでください。

6 本院は大学附属病院として、臓器移植法により脳死臓器提供施設に
指定されており、同時に脳死臓器移植実施施設（肝臓・腎臓・小腸）
に認定されているため、緊急の脳死臓器提供や臓器移植手術のた
めに、患者様の予定されていた手術が急遽遅延したり、中止になっ
たりする可能性があります。ご理解とご協力をお願い申し上げます。

患者の皆様の権利と義務について

自治医科大学附属病院の理念・基本方針

病院全景
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胆管がんについて

第17回

消化器・一般外科、鏡視下手術部
佐田　尚宏
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胆管はどこにあるのでしょうか

　胆管は肝臓で作られた胆汁という消化液を十二

指腸（胃の続きの消化管）に流す役目をはたす管

で、下1/3は膵臓の中を走行しています（図1）。

直径が5-10mm程度、長さが10-15cm程度と、そ

れほど大きくないので、あまり馴染みがない臓器

だと思います。胆管の途中には胆嚢という袋がつ

いています。胆嚢は胆石ができる臓器で、胆石は

日本人の4%程度の方にみられるといわれていま

すので、胆嚢についてはご存じの方も多いと思い

ます。それに対して、胆管の病気についてはあま

り知られていません。胆管に胆石ができること（胆

管結石）もありますが、胆嚢にできる胆石ほど多く

はありません。このあまり知られていない胆管に

できる最も怖い病気が胆管がんです。 

胆管がんが最近話題になっています

　胆管がんは比較的稀ながんです。我が国の統計
では「胆道がん（胆嚢がん、胆管がんなどの総称）」
として取り扱われることが多く、2008年、2009
年には、男性で約8,500人、女性では約9,000人

が胆嚢がん・胆管がんで亡くなっています（図2）。
あまり知られていないがんですが、最近は大阪の
印刷会社の従業員の方に多発したことで話題にな
りました。印刷会社での胆管がん発症は、印刷会

図1　胆管周囲の模式図
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社で使用された有機溶剤に含まれる「1、2ジクロ
ロプロパン/ジクロロメタン」による発癌の可能性
が高いといわれています。このような有機溶剤が
胆管がんの危険因子であることは、今まで専門家
の間でもあまり知られていませんでした。がんに

ついては、まだまだ新しい事実が色々見つかりま
す。胆管がんに罹患しやすい病態として、膵・胆
管合流異常や、原発性硬化性胆管炎という病気が
知られていますが、いずれも稀です。

胆管がんではどのような症状がみられますか

　胆管がんで最初にみられる症状は、主に黄疸です。

黄疸は、肝臓で生成される胆汁（たんじゅう）の中

に含まれている黄色い色素（ビリルビン）が血液の

中に増えた状態で、眼球や皮膚が黄色くなり、熱も

ないのに体全体が疲れた感じ（全身倦怠感）になり

ます。胆汁は、通常胆管を通って消化管（十二指腸）

に排出されます。胆管がんでは、胆管が狭くなった

り、閉塞したりするため、胆汁が消化管の中に出る

ことができず、血液の中に入るので黄疸を発症しま

す。黄疸がみられる病気は、胆管がん以外にも沢山

あります。例えば、血液の中の赤血球がこわれるよ

うな病気（溶血）でも黄疸がみられますが、その性

質は少し違います。胆管がんでみられる他の症状と

しては、胆管が狭くなることでおこる胆管炎（高い

熱が出る）、肝機能障害などがあり、腹痛がみられ

ることもあります。

図2　日本人のがん死亡数（2008年、2009年）

胆管がんはどのように診断しますか

　黄疸などの症状から胆管がんが疑われるときは、
まず検査を行います。最初に行う検査は、腹部超音

波検査や腹部CT 検査で、MRI 検査や PET 検査が
行われることもあります。もっと詳細に調べるために、
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胆管がんは主に手術で治療します

　胆管がん治療の中心は外科手術です。がんの手術
では、がんの部分だけ摘出するのではなく、目にみえ
ない拡がり（浸潤）を示すことがあるため、正常部分
をある程度つけて切除します。胆管は肝臓から出て、
膵臓の中を通って、十二指腸に入るという複雑な走行
をしていますので、手術も複雑になることが多く、胆
管だけでなく肝臓や膵臓、十二指腸を同時に切除する
ことがあります。肝臓や膵臓を切除すると、手術時間
も長くなり6-10 時間かかることもあります。それでも、
最近は治療技術の進歩、手術器具・材料の進歩により、
以前より安全に手術が実施できる様になりました。
　胆管がんの治療には抗がん剤も使用します。近年、
胆管がんを含めた消化器がんの抗がん剤治療は大き
く変化しました。新しい抗がん剤が多数使用される様

になり、大規模臨床試験によって治療効果を比較す
ることが一般的になりました。胆管がんについては、
2000 年以降塩酸ゲムシタビン（商品名：ジェムザール）
とテガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム配合剤（商
品名：ティーエスワン）の2剤が保険適応となり、一
般的に使用されています。放射線治療など、その他の
治療が行われることもあります。最近のがん治療の考
え方は、ひとつの治療だけではなく複数の治療を組み
合わせて（集学的治療）、より良い効果を期待すること
が主流になってきました。治療法の進歩、治療の考え
方の進歩の速度は速く、5年前、10年前と比較すると、
胆管がんの治療もかなり変化してきています。今後も
治療成績が今以上に改善するように、更なる努力が必
要と考えています。

がんは予防しましょう

　がん診療で、最も重要なのは予防です。「予防」は
大きく、一次予防、二次予防、三次予防の3 種類に
分類されます。一次予防は「生活習慣の改善、生活
環境の改善、健康教育による健康増進を図り、予防
接種による疾病の発生予防、事故防止による傷害の
発生を予防すること」と定義され、いわゆる一般的に
イメージされる予防です。二次予防は、「発生した疾病
や障害を検診などにより早期に発見し、早期に治療や
保健指導などの対策を行ない、疾病や傷害の重症化
を予防すること」で、がん診療でいえば早期発見への
取り組みが該当します。三次予防は「治療の過程にお
いて保健指導やリハビリテーション等による機能回復

を図るなど、社会復帰を支援し、再発を予防すること」
で、がん診療では機能温存治療（手術）、再発予防な
どがこの範疇に含まれます。このなかでは、やはり「が
んに罹患しない」という一次予防が最も重要です。胆
管がんの一次予防として特別なことはありませんが、が
ん一般でいえば、国立がんセンターが出している「がん
を防ぐ12ヶ条」が参考になります。（図３）この12ヶ
条を遵守すると、それ以外の人と比べてがんに罹患す
る率は1/10 以下になるといわれています。このなかで
提唱されていることは、禁煙であったり、多くの食品を
摂ることであったり、適度な運動であったり、極めて一
般的な生活習慣です。何事にも余りうまい話はないよ

胃カメラと同じようなファイバースコープを口から入れ
て超音波検査（内視鏡超音波検査）を行ったり、胆
管まで管を入れて造影検査（ERCP 検査）を行った
りします。がんの診断は一般的に病変部分から組織
もしくは細胞を採取して、顕微鏡で見るような検査（病
理検査）を行い、がん細胞を確認することで診断が

確定します。胃がんや大腸がんでは、内視鏡で組織
が比較的簡単にとれるので、診断に困ることは余りあ
りません。しかし、胆管がんは狭い胆管の中にできる
ので、直接みることが難しく、組織や細胞を取ること
も困難なことがあります。そのため、がんの確診がつ
かない状態で、治療を進めていくこともあります。



認 定 看 護 師 第4回
を紹介します

　私は2002年に透析部配属になり、2011年6月から透析看

護認定看護師として勤務しています。みなさんは慢性腎臓病

（CKD：Chronic Kidney Disease）をご存知ですか。国民の約

13％（8人に1人）がCKD患者で、糖尿病や高血圧など、生活習

病が原因となるCKDが多いと言われています。腎臓の働きは、

尿をつくり、体の水分バランスを保ち、尿の中に体に不要なもの

を排泄し、体の中の環境を整えることです。CKDの初期から中期

では、ほとんど自覚症状がありません。しかし、この自覚症状がな

い時期から、腎臓にとってやさしい生活をとりいれることで、腎臓

の働きが悪くなる速度をゆっくりにできます。腎臓の働きがさらに

弱くなると、むくみや、だるさ、食欲低下などの症状がおこります。

すると、腎臓の働きにかわる治療、透析を行います。透析は、腎

透析部

小林　玲子
臓の働きを一部肩代わりする治療です。

　CKDを理解し生活習慣を見直していただく機会として、当院

では、看護師と管理栄養士、薬剤師を中心に腎臓病教室を開

催しています。月に1回、「腎臓を長持ちさせよう」という内容で、

減塩や血圧コントロール、腎臓にやさしい食事のポイントなどを紹

介しています。また、隔月で「腎代替療法」と題して、腎臓のはた

らきを補う血液透析・腹膜透析・腎移植について、それぞれの治

療法の特徴をご紹介しています。

　また、入院・外来で血液透析を受けられている方に、安全な透

析を提供することはもちろんですが、ご自分にあった生活を身に

着け、しっかり食べてしっかり透析をおこない、健やかに過ごして

いただけるようサポートいたします。

専 門・

透析看護認定看護師って？
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がんを防ぐ12ヶ条
▶ バランスのとれた栄養をとる

▶ 毎日、変化のある食生活を

▶ 食べすぎをさけ、脂肪はひかえめに

▶ お酒はほどほどに

▶ たばこは吸わないように

▶ 食べ物から適量のビタミンと繊維質
のものを多くとる

▶ 塩辛いものは少なめに、あまり熱いも
のはさましてから

▶ 焦げた部分はさける

▶ かびの生えたものに注意

▶ 日光に当たりすぎない

▶ 適度にスポーツをする

▶ 体を清潔に

図3　がんを予防する12ヶ条

うに、がん予防においてもよい生活習慣の積みかさね
が最良の結果を生みます。車でも、オイル交換やブレー
キパッド交換などの手入れを怠ると、ある日突然壊れま

す。日々の生活のなかで健康について考えていきたい
ものです。
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外来透析センターの
オープンについてトピック

ス
トピック

ス
トピック

ス

玄関 待合い室

透析センター内部 快適性の高い設備

　これまで当院では、入院患者さんも外来患者さん
も１カ所の透析センターで血液透析を行ってきまし
た。特に当院では、入院治療を要する血液透析患者
さんが多く、外来透析患者さんを長期間受け入れる
ことが出来ませんでした。しかし、この度昨年12
月に入院透析センターが本館2階南にリニューアル
オープンし、さらに本年1月9日に外来透析セン
ターが西棟別館2階にオープンしました。入院透析
センターでは、入院患者さんをメインに血液透析を
行い、腹膜透析患者さんもここで診察いたします。
一方、外来透析センターは、基本的に長期間の外来
通院の患者さんの血液透析を行います。
　外来透析センターのベッド数は現段階で20床で
すが、最終的に40床まで増床する予定です。また、

現在月水金の午前中のみ透析を行っていますが、今
後患者さんの数に応じて、月水金の夜間及び火木土
の午前にも透析できるように予定しています。外来
透析センターでは、一般の透析クリニックと同様の
システムで行っていくため、入院透析センターより
は少ない数の医師・看護師・臨床工学士で対応して
いきます。このため、最新の装置を備えた透析機器
も導入しています。外来透析センターでは、当院で
新規に血液透析を始めた方で、ご自身で通院できる
方を中心に受け入れます。当院での血液透析をご希
望される場合には、腎臓内科の病棟医師、または入
院および外来透析センターまでお問い合わせくださ
い。上記の件、何卒宜しくご理解賜りますようお願
い申し上げます。

透析部

草野　英二、高橋　秀明

第
17
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平成24年10月11日（木）に、外来アンケートを実
施しましたので、集計結果をご報告いたします。
　これらの結果やいただいたご意見を真摯に受
け止め、今後も更なる患者サービスの向上に努め
ます。
　アンケートにご協力くださいました皆様に深く
感謝申し上げます。

配布枚数1,888枚
（本院：1,688枚・子ども医療センター：200枚）

回収枚数1,198枚
（本院：1,061枚・子ども医療センター：137枚）

回収率63.5％
（本院：62.9％・子ども医療センター：68.5％）

1.職員や設備に対する満足度について

患者サービス検討委員会からのお知らせ患者サービス検討委員会からのお知らせ

受付・窓口・警備員 医師

看護師

設備・院内環境

検査・検査技師

満足 やや満足 普通 やや不満または不満

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

警備員

薬局窓口職員

外来会計職員

外来受付職員

初再診受付職員

総合案内職員

身だしなみ

医師の態度

医療行為

希望への対応

質問への対応

治療の説明48.9%

46.0%

45.3%

42.2%

40.1%

54.2%

17.2%

18.8%

19.2%

19.8%

18.3%

18.6%

33.4%

33.9%

33.6%

36.8%

38.6%

25.2%

0.5%

1.2%

1.9%

1.1%

3.0%

2.0%

54.7%

57.3%

54.7%

57.8%

59.8%

59.1%

23.5%

23.2%

22.8%

21.0%

19.4%

18.7%

18.2%

16.0%

18.6%

18.0%

18.2%

21.3%

3.5%

3.5%

3.9%

3.2%

2.6%

0.9%

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

身だしなみ

看護師の態度

看護行為

話しかけやすさ

相談への対応

検査待ち時間

身だしなみ

技師の態度

確認・プライ
バシー配慮

検査の説明49.3%

50.9%

50.0%

50.7%

54.0%

22.4%

21.8%

23.9%

23.1%

21.6%

26.1%

25.2%

24.8%

25.3%

24.2%

2.2%

2.2%

1.4%

0.9%

0.1%

52.5%

53.2%

52.1%

53.3%

44.1%

23.0%

19.5%

20.8%

20.1%

20.8%

23.3%

26.3%

25.5%

25.8%

29.5%

1.3%

1.0%

1.6%

0.9%

5.8%

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

院内の清掃

待合室環境

案内表示

クリアファイル

Jプラザ

院内のトイレ33.7%

34.7%

42.1%

26.9%

24.1%

27.4%

33.0%

34.5%

27.6%

6.4%

6.6%

2.9%

40.1%

38.3%

35.1%

24.6%

27.8%

21.3%

25.6%

29.9%

34.6%

9.7%

4.0%

9.0%
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　今年度の外来アンケート調査は、昨年度と同程度の回収率となりました。（参考：平成23年度回収枚数 1,345枚　回
収率 63.2％）
　中でも満足度に関しましては、多くの項目で満足していただいておりますが、職員の接遇や院内環境を改善し、更なる
満足度の向上に努めていきたいと思います。
　また、待ち時間の項目では予約のある方の約２割、予約のない方については約６割の方を１時間以上お待たせしてお
り、予約のない場合は４割の方を２時間以上お待たせしていることがわかりました。この結果を各診療科に示して、予約
時間に診察が始まれるようにし、待ち時間の改善に努力いたします。
　さらに自由意見で寄せられた設備・院内環境に関するご意見は、現在進行中の外来リニューアルの参考とさせていた
だきます。また、他のご意見についても該当部署へ報告し、更なる患者サービスの向上を目指します。
　今後も、自治医科大学附属病院の運営にご理解・ご協力をお願い致します。

4.アンケート調査を終えて

2.待ち時間について

件数（件）

割合（%）

件数（件）

割合（%） 28.8

3

4.5

21.532.6 13.3

6

9.0 25.4 19.4

17 13

230 261 172 106

10分
以内

30分
以内

1時間
以内

2時間
未満

3.9

41.8

28

31

2時間
以上

以下の通り、多くのご意見をいただきました。
尚、紙面掲載の都合上、全ての意見を掲載しておりませんので、ご了承ください。

【 診 療 関 係 】

【 待 ち 時 間 】
　

【 職 員 の 接 遇 】

【 シ ス テ ム 】

【設備への意見】
　 　 　

【 そ の 他 】　

⇒今回のアンケート結果を診療科別に
示し、改善に向け努力いたします。

⇒接遇に関しては、各部署ごとに見直
しをし改善を図ります。

⇒改善に向けて、検討いたします。

⇒いただいたご意見は外来リニューア
ルの際の参考とさせていただきます。

●担当医師が変更になるとき（休暇等）に、情報の
引き継ぎがされているのか不安である。

●待ち時間が長くて、病気が悪化する。
●予約の意味がない。

●もっと患者の身になって診療を行ってほしい（医師）
●患者の気持ちを考えていない（看護師）
●感じが悪い。笑顔で対応してほしい（事務）

●予約変更の電話受付時間を変更してほしい。
●受付票だけでは情報が少なく、わかりにくい。

●駐車場が満車でとめられない。
●トイレをもっと新しく・清潔にしてほしい。
●食事ができるスペース（テーブル・椅子）を増やしてほしい。
●案内表示がよくわからない。

●職員が親切で丁寧。
●この病院で治療を受けてよかった。
●これからも期待している。

3 . 自 由 意 見 欄

ご意見の内容 返　　　　答

0 20 40 60 80 100

28.8% 32.6% 21.5% 13.3%

3.9%4.5%

9.0% 25.4% 19.4% 41.8%

予約
あり

予約
なし

10分以内 30分以内 1時間以内 2時間未満 2時間以上

25件

38件　

40件

12件

108件

予約
あり

予約
なし

第
17
号



9

自 治 医 科 大 学 附 属 病 院 の 各 部 署 の ご 案 内

　冬になりました。冬にはインフルエンザが必ず流行します。さらに今年はノロウイルス感染症も大流行し
ています。感染対策の基本はまず手洗いから。ここでは手洗いの注意点について御説明します。
⑴石鹸をよく泡立てましょう。最近ははじめから泡立っている石鹸もありますが、全体によく拡げること
が大切です。すぐに洗い流してしまっては意味がありません。
⑵てのひらをよく擦り合せたら、次は手の甲です。手の甲を擦り合せるときにも指の間を意識しましょう。
てのひらとてのひらを向き合せて指の間を擦り合せても、手の甲の側の指のまたは洗いにくいものです。
⑶指先・爪の先、そして親指のねじり洗い、手首も忘れないようにしましょう。
⑷手から水を拭き取る際には、擦らず、叩く感じで水を除くと、繰り返し手洗いをしても手荒れしにくく
なります。たしかにお湯の方が汚れは落ちますが、水で手を洗った方が手荒れは起きにくいとされてい
ます。
⑸明らかな汚れがないときにはアルコールの手指消毒だけでも十分な効果があります。看護師や医師は皆
さんに触れる前にアルコールで手指衛生を図っているはずです。

　感染対策はまず予防から。冬に備えたインフルエンザワクチンも大切ですが、流行期にはとくに手洗いを
心掛けましょう！

感染制御部からのアドバイス　冬こそ手を洗いましょう！

（花王のホームページより）
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自治医科大学とちぎ子ども医療センター支援基金について

　当院では自治医科大学とちぎ子ども医療センターの機能の充実・療養環境の維持向上
等を図ることを目的とした寄付を受け入れております。
　平成23年度に御寄付いただきました方々のお名前を掲載させていただくとともに、寄
付金の使途について御報告させていただきます。

平成23年度寄付受入れ状況

〈寄付金〉
●収入合計金額　　　　　　428,586円
●寄付者様のご芳名（順不同）
　・青木　節子  様
　・下野市立南河内中学校　様
その他、とちぎ子ども医療センターに設置しております募
金箱にも多くの方々から御協力をいただいております。

〈現物寄付〉
・イルミネーション機材一式　カルビー㈱様
・タオル120枚（入院患者のクリスマスプレゼントとして）

松岡　恵美衣様

　御寄付いただきました方々にこの場をお借りして感謝申し上
げます。
　なお、随時、御寄付の申込みを受けております。お問合せ等
は下記へ御連絡下さい。

・スカイパーフェクトＴＶ受信契約
・その他、ボランティアの方々の活動費用にも使用させ
ていただいております。

・DVDスピーカー一体型プロジェクター
・パネルシアター用ソフト
・ゲーム（Wii）
・ゲームソフト
・ポータブルDVDプレーヤー
・DVD
・サッカーボール
・ボウリングセット
・輪投げ
・ソフトフリスビー
・ブロックセット
・紙芝居・大型絵本・絵本
・コミックス
・本棚

・クリニクラウンの訪問

1台
3枚
1台
1枚
1台
14枚
1個

1セット
1セット
1個

4セット
8冊
5巻
1台

4回／年

主な使途内容

　クリニクラウンは、入院生活を送る子どもの病室を定期的に
訪問し、遊びやコミュニケーションを通して、子どもたちの成
長をサポートし、笑顔を育む道化師のことです。

電話番号 ☎0285-58-7518
担当　落合、川村

〈連絡先〉　自治医科大学附属病院　経営管理課

（ボランティアによる読み聞かせ）
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　健康増進法では、学校や病院など多数の者が利用
する施設において、受動喫煙（他の人のたばこの煙
を吸うこと）の防止を定めております。 
　当院では、法の主旨に基づき、平成20年９月１

日から病院敷地内を全面禁煙としております。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

■診察日　毎週月曜日　午後３時～４時30分
　　　　　（完全予約制）
■連絡先　自治医科大学附属病院　呼吸器内科
　　　　　0285-58-7467（直通）
　　　　　午後２時～午後４時（土日祝祭日除く）

当院には禁煙外来がございます。
電話予約のうえ、受診ください。

病院敷地内全面禁煙のお知らせ

　患者サービス検討委員会では、患者さまからいただいた投書から、サービス向上のために必要なものを検
討し、整備を行っております。平成２４年度に対応したものの一部をご紹介いたします。

●テレビのＢＳ放送視聴対応
　「入院生活の楽しみとして、テレビでＢＳ放送が見られるようにしてほしい」との投書を受け、平成２４年
１２月２５日から病棟デイルームに設置されているテレビでＢＳ放送が見られるように対応いたしました。

●外来トイレへのクリアファイルボックスの設置
　「受付票を入れる青いクリアファイルをトイレに
置く場所がない」という投書から、外来トイレ及び
手洗いに、クリアファイルを入れるボックスを設置
いたしました。ぜひご利用
ください。

　また平成２３年度には、
足腰の弱い方のために座面
の高い待合椅子（内科外来）、杖掛けや病院敷地内散歩用ベンチの設置を行っております。
　今後も皆さまのご意見を真摯に受け止め、努力していきますので、お困りのことがございましたら、ご意
見をお寄せください。

ご要望への取り組み

禁煙したい方へ
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本館・新館

子ども医療センター

ご面会についてご面会について
＊ご面会の時間は次の通りです＊

●平日
●土・日・祝日

15：00～19：00
13：00～19：00

15：00～19：00

（ただし、産科病棟は、毎日 15：00～19：00）
・ご面会の方は、必ず本館1階総合案内「面会者受付」で受付し、バッチを付
　けていただき各病棟のスタッフステーションで許可を受けてから病室にお
　入りください。

・ご面会の方は総合案内にて受付をして、面会カードを首から提げて病院の
　入り口でインターホンを押し、お名前とお子様との関係をお話ください。
※ご面会は決められた時間内に短時間でお願いします。
※大勢でのご面会はご遠慮ください。
※お子様は感染防止のため、お連れにならないでください。

ボランティア募集

●活動日　月～金（祝日除く）9：00～17：00
●場　所　子ども医療センター
●内　容　外来（案内・見守りなど）
　　　　　病棟（保育・学習・読み聞かせなど）
　　　　　作業（手芸・園芸・装飾など）

とちぎ子ども医療センター

●活動日　月～金（祝日除く）
●場　所　自治医科大学附属病院
●内　容　外来中心　診察申込書記入の代筆、院内の案内、
　　　　　　　　　　車椅子の患者様の介助など

自治医科大学附属病院

自治医科大附属病院 経営管理課 総務係　TEL 0285-58-7103（直通）お問い合わせ先

●活動日　毎月第３又は第４日曜日（午前中）
●場　所　子ども医療センター　外庭
●目　的　美しい花、香りのある木、実のなる樹木

を植え、季節感を与え、病気で闘う子ど
もたちや家族を元気づける

●内　容　花木の埴栽、除草、花床の整備など

花咲jii

とちぎ子ども医療センター ボランティア室　TEL 0285-58-7815 直通・
鈴木 （  ）お問い合わせ先

第 17 号

〒329-0498
栃木県下野市薬師寺3311番地1
TEL 0285-44-2111（代）
FAX 0285-40-6016 
URL http://www.jichi.ac.jp

発　行　日／平成25年2月1日
編集・発行／自治医科大学附属病院
　　　　　  病院事務部 経営管理課
印　　　刷／（株）松井ピ・テ・オ・印刷

面会の際には、
時間を守りま
しょう。
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